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より良い梨づくりのために！  

講習会・アシストスーツ勉強会を実施 

 

4 月 12 日、JA にじ梨部会の春季栽培講習会が開催され、約 30 名の梨生産者が

参加しました。今年の梨の生育は、3月の高温の影響で平年より早く開花が進み、各

作型および品種で 3月下旬に満開を迎えています。今後は果実の初期肥大促進のため

の摘果作業や、黒星病をはじめとした病害虫防除が本格化する重要な時期となりま

す。普及指導センターから、詳しい生育状況や技術対策について説明を行い、今後の

栽培管理の徹底を呼びかけました。 

また、講習会と合わせ、アシストスーツに関する勉強会を行いました。梨の摘果は、

主に果樹棚面の果実を扱う作業で、長時間の腕上げ姿勢を伴うため、首、肩、上腕部

に大きな負担がかかります。その負担軽減を目的とし、今回は装着のしやすさやコス

ト面等、現場のニーズに合ったアシストスーツを選定し、実演や生産者の装着体験を

ふまえながら説明を行いました。生産者からは、「腕が支えられる感覚で楽になる」、

「体によりフィットするよう調整パーツを増やしてほしい」等、多くの意見が挙がり、

アシストスーツへの関心・意欲の高さがうかがえました。 

 久留米普及指導センターでは、果樹生産者の技術習得および作業の軽労化を目指し、

引き続き支援を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          梨の開花        アシストスーツ装着時の作業性を確認 

問い合わせ  TEL  0942-47-5101 

              FAX  0942-47-5105 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://www.pref.fukuoka.lg.jp/soshiki/4705101/html 

 

果樹畜産課  果樹係 


